
令
和
２
年
７
月
４
日

(

土)

、
梅
雨
前
線
に
よ
る

大
雨
の
影
響
で
、
熊
本
県

南
部
に
土
砂
災
害
、
河
川

の
氾
濫
、
浸
水
等
に
伴
う

人
的
被
害
、
家
屋
等
の
物

的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

駐
屯
地
所
在
部
隊
の
第

１
０
４
施
設
直
接
支
援
大

隊
は
、
令
和
２
年
７
月
７

日
（
火
）
か
ら
20
日
（
月

ま
で
の
間
、
中
部
方
面
生

活
支
援
隊
の
一
部
と
し
て

隊
員
を
派
遣
し
、
熊
本
県

に
お
い
て
入
浴
支
援
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

各
入
浴
施
設
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
隊
員
の
マ

ス
ク
・
手
袋
の
着
用
、
利

用
者
に
対
す
る
呼
び
か
け

検
温
・
消
毒
を
行
う
と
と

も
に
、
自
ら
の
宿
営
地
域

に
お
い
て
も
隊
員
一
人
ひ

と
り
が
感
染
予
防
に
努
め
、

支
援
活
動
任
務
の
完
遂
に

寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
久
保
駐
屯
地

業
務
隊
は
、
東
部
方
面
隊

か
ら
災
害
派
遣
で
移
動
中

の
第
２
高
射
特
科
群
（
千

葉
県
松
戸
市
）
、
東
部
方

面
後
方
支
援
隊
（
東
京
都

練
馬
区
）
及
び
地
理
情
報

隊
（
東
京
都
立
川
市
）
に

対
し
、
給
油
支
援
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
第
１
３
１
地

区
警
務
隊
大
久
保
派
遣
隊

は
、
給
油
支
援
を
行
う
駐

屯
地
業
務
隊
と
連
携
し
、

交
通
誘
導
を
実
施
し
ま
し

た
。

期待を胸に 各部隊へ！
（第７施設群及び第３施設大隊新隊員後期教育修了式）

陽
融
会
会
長
坂
下
氏

中
部
方
面
総
監

感
謝
状
受
賞

令
和
２
年
10
月
４
日

(

日)

、
中
部
方
面
隊
創
隊

60
周
年
記
念
式
典
の
開
始

に
先
立
ち
、
中
部
方
面
総

監
感
謝
状
贈
呈
式
が
伊
丹

駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹

市
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
か
ら
陽

融
会
会
長
の
坂
下
弘
親
氏

が
、｢

駐
屯
地
行
事
の
支

援
等
を
通
じ
、
地
域
と
自

衛
隊
と
の
懸
け
橋
と
な
り
、

防
衛
基
盤
の
育
成
に
尽
力

し
た
功
績
」
に
よ
り
、
中

部
方
面
総
監
（
野
澤
真

陸
将
）
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

坂
下
会
長
は
、｢

推
薦

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
し
た
い
」
と
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

紙 面 紹 介

（１）

１面
・陸上幕僚長部隊視察
・令和２年７月豪雨による
災害派遣

・中部方面総監感謝状受賞
・新隊員後期教育修了式
・大久保駐屯地司令杯

２面
・各部隊訓練等記事

３面
・各部隊訓練等記事

４面
・部隊長随筆
・最先任の一言
・第３音楽隊巡回演奏会
・各部隊優秀隊員紹介
・新しく家族が増えました
・編集後記
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紙 面 紹 介

大 久 保 駐 屯 地 司 令 杯 開 催

陸上幕僚長 湯浅陸将 大久保駐屯地来隊

令
和
２
年
８
月
30
日
（
日
）
か
ら
９
月
27
日

（
日
）
ま
で
の
間
、
大
久
保
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
及
び
宇
治
市
周
辺
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

「
第
29
回
大
久
保
駐
屯
地
司
令
杯
少
年
野
球
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
（
検
温
・
マ
ス
ク
着
用
・
消
毒
等
）
の
た

め
、
開
会
式
及
び
閉
会
式
は
実
施
せ
ず
試
合
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
宇
治
市
を
拠
点
と
す
る
「
宇
治

コ
ン
ド
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
と
、
亀
岡
市
を

拠
点
と
す
る
「
大
井
カ
ー
プ
ス
」
の
２
チ
ー
ム

に
よ
り
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
手
に
汗

握
る
接
戦
の
結
果
、
５
対
４
で｢

宇
治
コ
ン
ド

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
練
習
等

が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
中
で
、
選
手
達
は
自
分

の
持
っ
て
い
る
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
10
日
（
土
）
・
11
日
（
日
）
に

予
定
し
て
い
た
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
台
風

14
号
の
影
響
を
考
慮
し
、
安
全
面
を
最
優
先
し

た
結
果
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
大
会
も
、
来
年
30

回
と
節
目
の
大
会
を
迎
え
ま
す
。

来
年
も
両
大
会
と
も
に
、
今
ま
で
以
上
の
熱

い
戦
い
を
期
待
し
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
派
遣

優勝 宇治コンドルスポーツ少年団(宇治市)

準優勝 大井カープス(亀岡市)

修了証書授与
（第３施設大隊）

感謝状を受賞した坂下氏（写真左）

令
和
２
年
10
月
17
日
（
土

陸
上
幕
僚
長
（
湯
浅
悟
郎

陸
将
）
が
、
部
隊
視
察
の
た

め
、
大
久
保
駐
屯
地
に
来
隊

さ
れ
ま
し
た
。

陸
上
幕
僚
長
の
大
久
保
駐

屯
地
来
隊
は
、
山
崎
現
統
合

幕
僚
長
以
来
、
約
３
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。

野
澤
方
面
総
監
の
立
会
の

下
、
第
７
施
設
群
の
隊
員
で

編
成
さ
れ
た
儀
じ
よ
う
隊

（
隊
長

第
３
８
０
施
設
中

隊
長

弘
田
１
尉
）
及
び
中

部
方
面
音
楽
隊
（
隊
長

柴

田
３
佐
）
の
儀
じ
よ
う
か
ら

始
ま
り
、
記
念
撮
影
、
状
況

報
告
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
駐
屯
地
内
の
渡

河
訓
練
場
に
お
い
て
、
第
１

０
２
施
設
器
材
隊
架
橋
中
隊

（
中
隊
長

真
島
１
尉
）
に

よ
る
パ
ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
、
92

式
浮
橋
及
び
第
３
施
設
大
隊

本
部
管
理
中
隊
（
中
隊
長

疋
田
１
尉
）
に
よ
る
07
式
機

動
支
援
橋
の
架
設
状
況
並
び

に
92
式
地
雷
原
処
理
車
及
び

特
大
型
ダ
ン
プ
が
連
続
通
過

す
る
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

儀じよう（巡閲）

９２式浮橋の架設訓練視察

９２式地雷原処理車によるＭＧＢ通過

入浴支援入浴前に検温実施燃料給油する第２高射特科群給油部隊を誘導する警務隊

第
７
施
設
群
は
、
令
和
２
年
９
月
29
日
（
火
）
、
一

般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
（
施
設
）
及
び
新
隊
員
特
技

課
程
後
期
（
施
設
）
の
、
第
３
施
設
大
隊
は
、
令
和
２

年
９
月
27
日
（
日
）
、
第
15
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程

後
期
（
施
設
）
及
び
新
隊
員
特
技
課
程
後
期
（
施
設
）

の
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
し
ま
し
た
。

修
了
式
を
終
え
た
隊
員
達
は
、
施
設
科
隊
員
に
な
っ

た
喜
び
と
期
待
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
隊
を
巣
立

ち
ま
し
た
。

新
た
に
配
置
さ
れ
る
部
隊
で
の
若
さ
溢
れ
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

区隊旗返還
（第７施設群）

各種橋梁の架設訓練視察

）

）・



群
は
、
令
和
２
年
７
月
13
日
（
月
）
か
ら
17
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、

第
３
８
０
施
設
中
隊
の
群
長
訓
練
検
閲
を
実
施
し

ま
し
た
。

本
検
閲
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
中
、
初
日
か
ら
激

し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
、
隊
員
に
と
っ
て
は
過
酷
な

環
境
で
し
た
。
分
隊
長
が
積
極
的
に
声
掛
け
を
行

い
、
疲
労
困
憊
の
分
隊
員
を
鼓
舞
し
、
陣
地
構
築

（
指
揮
所
用
軽
掩
蓋
掩
壕
４
．
５
Ｌ
Ｐ
）
及
び
障

害
構
成
（
対
ヘ
リ
ボ
ン
障
害
）
の
任
務
を
４
夜
５

日
で
完
遂
し
、
築
城
中
隊
の
プ
ラ
イ
ド
を
示
す
中

隊
検
閲
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
９
月
14
日
（
月
）
か
ら
18
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、

第
３
８
１
施
設
中
隊
の
群
長
訓
練
検
閲
を
実
施
し

ま
し
た
。

本
検
閲
は
、
７
月
末
の
酷
暑
の
中
、
事
前
訓
練

に
お
い
て
、
熱
中
症
患
者
が
出
る
ほ
ど
の
厳
し
い

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
検
閲
期
間
中
は
、
昼
夜

間
の
寒
暖
差
が
激
し
い
環
境
で
あ
っ
た
も
の
の
、

８
月
に
上
番
し
た
新
中
隊
長
を
核
心
と
し
て
追
加

任
務
に
も
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、
陣
地
構

築
（
指
揮
所
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
４
．
５
Ｌ
Ｐ
）
及

び
障
害
構
成
（
対
ヘ
リ
ボ
ン
障
害
）
の
任
務
を
４

夜
５
日
で
完
遂
し
、
強
固
な
団
結
を
示
す
中
隊
検

閲
と
な
り
ま
し
た
。

大
隊
は
、
令
和
２
年
９
月
４
日
（
金
）
か
ら

９
月
７
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
大
久
保
駐
屯
地

及
び
長
池
演
習
場
に
お
い
て
、
第
２
直
接
支
援

中
隊
に
対
す
る
第
２
回
大
隊
訓
練
検
閲
を
実
施

し
ま
し
た
。

残
暑
と
呼
ぶ
に
は
厳
し
い
猛
暑
と
台
風
の
影

響
に
よ
る
不
安
定
な
天
候
の
中
、
訓
練
検
閲
に

参
加
す
る
第
２
直
接
支
援
中
隊
を
核
心
と
し
て
、

各
隊
員
は
、
日
々
の
練
成
訓
練
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
最
高
気
温
35
度
の
中
、
全
力
を
尽

く
し
て
、
誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
任
務
完
遂

と
い
う
目
標
に
向
け
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
邁

進
し
ま
し
た
。

２
夜
３
日
の
連
続
状
況
下
に
お
い
て
、
作
戦

地
域
へ
の
進
入
や
警
戒
を
速
や
か
に
行
い
、
被

支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

次
々
と
付
与
さ
れ
る
整
備
業
務
に
即
応
す
る
と

と
も
に
、
野
外
に
お
い
て
の
整
備
作
業
は
色
々

と
制
約
の
あ
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
克
服
し

任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

受
閲
中
隊
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
成
果
及
び

技
能
を
発
揮
し
、
今
検
閲
に
お
い
て
多
く
の
教

訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
更
な
る
部
隊
精
強
化

へ
と
前
進
し
ま
し
た
。

令 和 ２ 年 度 ２ 四 半 期 号 や ま し ろ （２）

各 部 隊 訓 練 等 記 事

第

３

施

設

大

隊

第

７

施

設

群

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊

第

１

０

２

施

設

器

材

隊

前列左から３番目が昇任者作戦会議

パネル橋ＭＧＢを架設する隊員

大
隊
は
、
令
和
２
年
9
月
２
日
（
水
）
か
ら
７

日
（
月
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
及
び
青

野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
大
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲

し
ま
し
た
。

検
閲
に
先
立
ち
８
月
31
日
（
月
）
、
大
隊
は
出

陣
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
最
先
任
上
級
曹
長
の
気

迫
み
な
ぎ
る
勝
ち
鬨
で
は
、
今
か
ら
検
閲
に
臨
む

隊
員
一
人
ひ
と
り
が
『
絶
対
に
任
務
を
完
遂
し
て

や
る
ぞ
！
』
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
９
月
２

日
（
水
）
の
状
況
開
始
を
迎
え
ま
し
た
。

大
隊
本
部
及
び
各
中
隊
は
、
大
隊
検
閲
に
向
け

て
昨
年
度
か
ら
数
々
の
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
た

中
、
検
閲
間
は
、
30
度
を
超
え
る
酷
暑
と
な
る
日

が
続
く
一
方
、
台
風
10
号
の
接
近
に
よ
り
、
断
続

的
に
雨
が
降
る
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
状
況
に
お
い
て
も
、
大
隊
の
各
隊
員
は
、

昼
夜
問
わ
ず
暑
さ
や
雨
に
耐
え
な
が
ら
、
自
分
達

の
与
え
ら
れ
た
任
務
を
積
極
的
に
遂
行
し
各
中
隊

の
連
携
に
よ
り
、
師
団
及
び
各
連
隊
の
陣
地
構
築
、

広
域
に
わ
た
る
障
害
構
成
及
び
07
式
機
動
支
援
橋

の
架
設
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
作
業
を
実
施
し
て
、

第
３
師
団
の
施
設
力
と
し
て
与
え
ら
れ
た
任
務
を

完
遂
し
ま
し
た
。

出陣式（隊員による勝鬨）

地雷の埋設（道路閉塞） ０７式機動支援橋の架設

汚染地域の除染 対空射撃「撃て～！！」

３1/2ｔトラックのアクスル修理検閲中も検温を実施して健康管理

指揮所構築

アクセスノード（通信群車両）用掩壕
（第３８１施設中隊）

測量を実施する隊員
（第３８０施設中隊）

指揮所用軽掩蓋掩壕を構築する隊員
（第３８０施設中隊）

指揮所用簡易掩蓋掩壕の構築
（第３８１施設中隊）

ライナープレートを構築する隊員

器
材
隊
は
、
令
和
２
年
７
月
１
日
（
水
）

に
陸
士
長
か
ら
３
等
陸
曹
へ
の
昇
任
を
記
念

す
る
行
事
と
し
て
、
漕
舟
（
ボ
ー
ト
漕
ぎ
）

競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
昇
任
者
は
、
舟

長
と
な
り
隊
員
を
指
揮
し
て
、
一
生
懸
命

ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
、
陸
曹
と
し
て
の
誇
り
と
責

任
を
中
隊
の
隊
員
に
対
し
、
顕
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
７
月
９
日
（
木
）
か
ら

19
日
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て

令
和
２
年
度
団
長
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
ま
し

た
。検

閲
開
始
後
、
大
久
保
駐
屯
地
か
ら
作
戦

地
域
で
あ
る
日
本
原
演
習
場
に
向
け
前
進
し
、

到
着
後
本
部
付
隊
は
、
部
隊
の
作
戦
室
と
な

る
指
揮
所
の
開
設
・
運
営
を
実
施
し
ま
し
た
。

架
橋
中
隊
は
、
敵
に
よ
る
破
壊
に
よ
り
橋

が
崩
壊
し
た
地
域
と
い
う
状
況
で
、
短
時
間

で
パ
ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
を
架
設
し
ま
し
た
。

特
殊
器
材
中
隊
は
、
重
機
及
び
人
力
に
よ

り
、
敵
の
航
空
攻
撃
等
か
ら
身
を
守
り
つ
つ

部
隊
を
指
揮
す
る
指
揮
所
等
を
構
築
し
ま
し

た
。約

11
日
間
に
亘
る
検
閲
で
し
た
が
、
梅
雨

の
豪
雨
と
初
夏
の
暑
さ
に
よ
る
厳
し
い
環
境

の
中
、
度
重
な
る
敵
か
ら
の
妨
害
に
も
負
け

ず
、
無
事
に
検
閲
を
終
え
ま
し
た
。



中
隊
は
、
令
和
２
年
９
月
14
日
（
月
）
か
ら

18
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
第
３
小
隊
に
対
し
、

訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

受
閲
小
隊
は
、
検
閲
官
要
望
事
項
で
あ
る

「
基
本
基
礎
の
確
行
」
「
安
全
管
理
」
「
健
康

管
理
」
の
３
点
に
つ
い
て
、
終
始
実
践
し
、
小

隊
長
の
石
田
３
尉
を
核
心
と
し
て
指
揮
所
用
簡

易
掩
蓋
掩
壕
（
２
．
５
Ｌ
Ｐ
）
、
人
員
用
簡
易

掩
蓋
掩
壕
（
Ｗ
Ｏ
）
及
び
露
天
交
通
壕
を
所
命

の
時
期
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
任
務
を
完
遂
し
ま

し
た
。
１
分
隊
長
の
小
川
（
寛
）
３
曹
及
び
２

分
隊
長
の
山
元
３
曹
の
熱
意
溢
れ
る
指
揮
の
中
、

分
隊
員
も
積
極
的
に
掌
握
下
に
入
り
、
よ
り
良

い
構
築
物
に
し
よ
う
と
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と

な
く
取
り
組
む
姿
は
、
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。

特
に
１
分
隊
長
の
小
川
（
寛
）
３
曹
は
、

「
一
つ
一
つ
の
課
題
に
対
し
、
精
一
杯
取
り
組

む
こ
と
に
懸
命
だ
っ
た
。
し
か
し
『
任
務
完
了

し
た
ら
終
了
』
で
は
な
く
、
本
検
閲
で
見
つ
か

っ
た
課
題
を
克
服
し
、
自
分
の
目
指
す
陸
曹
・

分
隊
長
に
な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
た
い

と
語
り
ま
し
た
。

中
隊
は
、
本
検
閲
の
教
訓
を
共
有
し
、
厳
し

い
気
象
環
境
下
で
も
任
務
を
完
遂
出
来
る
が
ご

と
く
練
度
を
獲
得
す
る
よ
う
、
今
後
も
中
隊
一

同
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

隊
は
、
令
和
２
年
９
月
16
日
（
水
）

か
ら
９
月
17
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
青

野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
、
第
３
回
連

隊
集
中
野
営
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
１
四
半
期
に
実
施
し

た
師
団
訓
練
検
閲
に
お
け
る
是
正
を
目

的
と
し
て
各
中
隊
は
Ｈ
Ｍ
Ｇ
掩
体
構
築

及
び
設
置
要
領
、
車
両
行
進
を
実
施
し

ま
し
た
。

１
日
目
は
、
経
験
が
少
な
い
陸
士
隊

員
に
対
し
て
、
Ｈ
Ｍ
Ｇ
掩
体
構
築
及
び

設
置
に
関
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ベ
ル
の
使
用
は
慣
れ
て
い
ま
す
が
、

Ｈ
Ｍ
Ｇ
掩
体
構
築
の
作
成
は
、
掘
開
量

が
多
い
の
で
、
陸
士
隊
員
達
は
、
慣
れ

な
い
掩
体
構
築
を
陸
曹
の
指
導
の
下
、

苦
労
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

残
暑
厳
し
い
中
で
の
訓
練
で
し
た
が
、

無
事
に
設
置
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

２
日
目
は
、
車
両
行
進
訓
練
を
実
施

し
、
各
中
隊
等
は
集
結
地
か
ら
出
発
し

て
車
両
間
隔
、
ス
ピ
ー
ド
を
保
持
し
て

数
秒
の
狂
い
も
な
く
設
定
し
た
各
統
制

地
点
を
通
過
す
こ
と
が
で
き
今
訓
練
を

終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
今
訓
練
の
内
容
を
活
か
し

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

令 和 ２ 年 度 ２ 四 半 期 号 や ま し ろ（３）

第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

大 久 保 駐 屯 地 業 務 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

会
計
隊
は
、
令
和
２
年
９
月
22
日
（
火
）

か
ら
23
日
（
水
）
に
実
施
さ
れ
た
、
令
和
２

年
度
中
部
方
面
会
計
隊
集
中
野
外
訓
練
に
向

け
て
、
第
１
回
及
び
第
２
回
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

事
前
訓
練
と
し
て
、
駐
屯
地
内
に
お
い
て

小
銃
用
掩
体
構
築
、
天
幕
展
張
要
領
、
歩
哨

要
領
の
基
本
的
事
項
を
再
確
認
し
、
翌
日
か

ら
長
池
演
習
場
に
て
１
夜
２
日
に
か
け
、
行

進
及
び
宿
営
、
警
戒
、
自
衛
戦
闘
の
野
外
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
回
訓
練
で
は
、
炎
天
下
の
猛
暑
の
中

で
の
訓
練
と
な
り
、
思
う
よ
う
な
訓
練
と
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
克
服
す
べ
き
課
題
も

見
つ
か
り
、
第
２
回
訓
練
へ
と
繋
ぐ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
若
年
隊
員
達
は
、
慣
れ
な
い

訓
練
、
重
い
装
具
、
猛
暑
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
苦
し
い
表
情
を
見
せ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
先
輩
隊
員
の
指
導
及
び
激
励
の
下
、

訓
練
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
２

回
の
訓
練
を
実
施
し
、
野
外
訓
練
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
計
業
務
と
い
う
実
任
務
を
遂
行
す
る
会

計
隊
に
と
っ
て
、
訓
練
時
間
の
確
保
は
か
な

り
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
実

務
と
の
節
調
を
図
り
つ
つ
、
野
外
訓
練
を
効

率
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
任
務

達
成
の
基
盤
確
立
に
繋
が
る
こ
と
を
銘
肝
し
、

今
後
も
業
務
・
訓
練
等
に
邁
進
し
ま
す
。

派
遣
隊
は
、
令
和
２
年
９
月
10
日
（
木
）

か
ら
18
日
（
金
）
に
か
け
て
、
第
３
回
通
信

群
集
中
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
の
目
的
は
、
一
連
の
状
況
下
に
お

け
る
シ
ス
テ
ム
通
信
の
構
成
・
維
持
・
運
営

を
通
じ
て
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の

基
礎
動
作
を
演
練
し
、
練
度
向
上
を
図
る
こ

と
で
し
た
。

特
に
派
遣
隊
で
は
、
敵
の
侵
入
に
よ
っ
て

作
戦
の
要
で
あ
る
通
信
が
断
た
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
通
信
所
を
警
戒
し
、
不
審
者
の

発
見
、
拘
束
、
引
き
渡
し
要
領
を
演
練
し
ま

し
た
。
普
段
は
ク
ー
ル
な
若
い
隊
員
も
、
状

況
に
入
る
こ
と
で
機
敏
に
行
動
し
て
い
ま
し

た
。
彼
ら
の
目
つ
き
は
真
の
戦
士
で
あ
り
、

そ
の
姿
は
精
悍
で
あ
り
実
に
頼
も
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

駐
屯
地
相
互
の
通
信
手
段
の
守
り
も
万
全

で
す
。
万
が
一
の
交
換
機
障
害
に
際
し
て
も
、

障
害
対
処
計
画
に
基
づ
く
電
話
回
線
補
完
要

領
を
実
践
的
に
演
練
し
た
結
果
、
問
題
点
を

確
認
し
、
実
状
況
へ
の
対
応
策
も
検
討
で
き

ま
し
た
。

派
遣
隊
は
11
月
に
、
本
年
度
最
大
の
目
標

で
あ
る
方
面
総
監
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
ま
す
。

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

重機関銃（ＨＭＧ）設置完了 重機関銃（ＨＭＧ）掩体構築

指揮所用掩蓋掩壕の内装

業
務
隊
は
、
８
月
21
日
（
金
）
及
び

22
日
（
土
）
の
両
日
、
大
久
保
駐
屯
地

厚
生
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
緊
急
登
頂

支
援
に
係
る
子
供
の
面
倒
見
施
設
の
開

設
等
の
実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
災
害
派
遣
等
に
伴
う

緊
急
登
庁
時
に
お
い
て
子
供
を
一
時
的

に
預
か
る
こ
と
で
、
部
隊
の
即
応
態
勢

維
持
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。
今
回
は
、

２
世
帯
５
名
の
子
供
が
参
加
し
、
食
事

や
入
浴
、
就
寝
要
領
な
ど
の
一
連
の
行

動
を
検
証
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
子
供
の
面
倒
見
施
設
の
開
設

訓
練
及
び
子
供
の
受
入
れ
に
係
る
受
付

訓
練
を
実
施
し
、
開
設
に
係
る
隊
力
・

所
要
時
間
、
子
供
の
携
行
品
確
認
等
に

つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供

の
面
倒
見
に
係
る
運
営
訓
練
で
は
、
食

事
の
掌
握
・
補
助
、
入
浴
の
補
助
、
就

寝
支
援
等
に
つ
い
て
演
練
す
る
と
と
も

に
、
安
全
・
健
康
管
理
に
留
意
し
て
面

倒
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
同
様
の
訓
練
を
継
続
的
に
実

施
し
て
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、
駐
屯
部
隊
の
即
応
態
勢
維
持
及

び
部
隊
・
隊
員
の
任
務
遂
行
に
寄
与
し

て
行
き
ま
す
。

緊急登庁訓練（受付）緊急登庁訓練（受入れ状況）

不審者の拘束訓練 野外衛生訓練 隊容検査命令下達

河川偵察愛情たっぷりのカレーを調理 露天交通壕の構築

団
本
部
付
隊
は
、
令
和
２
年
８
月
18
日
（
火

か
ら
26
日
（
水
）
ま
で
実
施
さ
れ
た
、
第
２
回

団
集
中
訓
練
に
併
せ
、
通
信
班
訓
練
検
閲
を
実

施
し
ま
し
た
。

長
池
演
習
場
に
お
い
て
通
信
班
は
、
様
々
な

状
況
付
与
の
中
、
企
図
の
秘
匿
を
重
視
し
た
通

信
所
、
無
線
所
の
開
設
運
営
を
実
施
し
ま
し
た
。

通
信
班
長
を
核
心
に
、
隊
員
た
ち
は
積
極
的

に
掌
握
化
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
、
車
両

の
偽
装
、
遮
光
等
を
万
全
に
行
い
、
与
え
ら
れ

た
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

駐
屯
地
内
で
は
、
団
本
部
勤
務
班
に
よ
る
指

揮
所
、
作
業
室
の
構
築
、
通
信
班
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
、
電
話
回
線
等
の
構
成
を
そ
れ
ぞ
れ
連
携

し
な
が
ら
実
施
し
て
、
指
揮
所
等
の
構
築
能
力

及
び
通
信
組
織
の
構
成
能
力
向
上
を
図
り
ま
し

た
。隊

本
部
班
は
、
通
信
班
に
対
し
給
食
支
援
を

実
施
し
、
災
害
派
遣
等
で
も
活
用
す
る
野
外
炊

具
１
号
（
22
改
）
を
使
用
し
、
愛
情
た
っ
ぷ
り

の
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
カ
レ
ー
を
食
べ
た

隊
員
は
英
気
を
養
い
、
ま
た
訓
練
に
励
み
ま
し

た
。偵

察
班
は
、
偵
察
ボ
ー
ト
を
使
用
し
た
河
川

偵
察
要
領
を
実
施
し
、
各
人
の
偵
察
能
力
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

訓
練
を
通
じ
、
各
班
・
組
長
の
指
揮
能
力
向

上
・
基
礎
動
作
に
つ
い
て
練
度
を
向
上
さ
せ
今

後
の
練
成
の
資
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

） 」



川上２士

櫻川２士

第３後方支援
連隊長より
メダル授与

中部方面
混成団長褒賞

第３後方支援連隊庶務係
（伝令）として職務優秀

の功績

新隊員の育成に寄与した
功績

塚原士長 田中３曹

第６次群野営（群長訓練検閲）

最先任上級曹長
褒賞

群長褒賞

施設手としての功績 施設手としての功績
施設機械陸曹
としての功績

川合士長 木下士長 高橋３曹

第４次群野営（群長訓練検閲）

最先任上級曹長
褒賞

群長褒賞

副分隊長としての功績 保全陸曹としての功績 副分隊長としての功績

坂口３曹 平畑３曹 原谷３曹

分隊長としての功績 分隊長としての功績

藤井３曹 松本３曹

編

集

後

記

新しく家族が増えました

令 和 ２ 年 度 ２ 四 半 期 号 や ま し ろ （４）

部
隊
長
随
筆

最先任の
一言

第 ３ 音 楽 隊 巡 回 演 奏 会

「
会
計
隊
の
訓
練
に
つ
い
て
」

第３１８基地通信中隊
大久保派遣隊

陸曹長 上田 貴之

第
３
９
７
会
計
隊
長

３
等
陸
佐

青
木

春
彦

会
計
隊
の
訓
練
実
施
状
況
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

過
去
２
年
間
は
、
本
来
任
務

で
あ
る
会
計
業
務
を
重
視
し
駐

屯
地
を
活
用
し
た
基
盤
的
支
援

と
、
一
部
の
隊
員
を
分
派
し
て

作
戦
部
隊
に
同
行
し
て
支
援
す

る
野
外
で
の
随
伴
的
支
援
を
演

練
し
て
き
ま
し
た
。

一
部
の
隊
員
は
、
野
外
訓
練

を
経
験
で
き
る
も
の
の
、
駐
屯

地
で
の
訓
練
し
か
参
加
し
て
い

な
い
隊
員
も
お
り
、
野
外
訓
練

を
経
験
し
て
い
な
い
隊
員
の
練

度
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
態
で
し
た
。
よ
っ
て
今

年
度
は
、
機
能
別
訓
練
を
各
駐

屯
地
で
実
施
し
た
後
、
２
度
の

会
計
隊
・
派
遣
隊
の
合
同
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

１
度
目
は
、
猛
暑
に
よ
る
熱

中
症
患
者
の
発
生
、
２
度
目
の

訓
練
で
は
突
然
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

と
雷
の
為
、
廠
舎
に
避
難
し
、

状
況
を
再
開
す
る
等
、
十
分
な

練
成
が
で
き
な
い
ま
ま
、
方
面

会
計
隊
集
中
野
外
訓
練
に
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

部
隊
一
丸
と
な
る
訓
練
検
閲

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
に

か
高
い
評
価
を
受
け
る
と
と
も

に
、
野
外
訓
練
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
更
に
、
会
計
業
務
能
力

及
び
野
外
能
力
を
向
上
さ
せ
、

信
頼
さ
れ
る
会
計
隊
を
育
成
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「

変

わ

る

も

の

、

変

わ

ら

な

い

信

念

」

服
務
指
導
の
根
本
は
、

「
人
」
を
骨
幹
戦
力
と
す
る

自
衛
隊
に
と
っ
て
、
常
に
古

く
て
新
し
い
も
の
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

も
と
よ
り
、
服
務
指
導
に

定
型
は
な
く
自
ら
の
知
識
に

基
づ
き
、
隊
員
一
人
ひ
と
り

に
親
身
な
指
導
を
心
掛
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し

昨
今
、
自
衛
隊
を
取
り
巻
く

環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
若
年
隊
員
に
対
す
る

指
導
の
あ
り
方
に
お
い
て
も
、

「
以
前
は
こ
う
で
あ
っ
た
」

と
い
う
経
験
だ
け
に
囚
わ
れ

て
い
る
と
本
心
を
見
誤
り
、

う
わ
べ
だ
け
の
指
導
に
な
り

が
ち
で
す
。
社
会
の
趨
勢
を

機
敏
に
汲
み
取
り
、
各
隊
員

と
１
対
１
の
対
話
を
繰
り
返

す
こ
と
で
よ
り
良
い
指
導
と

風
通
し
の
良
い
営
内
環
境
を

構
築
し
、
何
で
も
話
し
合
え

る
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
部

隊
育
成
に
尽
力
す
る
こ
と
が

先
任
陸
曹
の
務
め
で
す
。

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
基
本

的
な
服
務
指
導
の
あ
り
方
を

土
台
と
し
て
、
部
隊
に
備
わ

っ
て
い
る
伝
統
を
と
も
に
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
各

隊
員
の
服
務
意
欲
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
、

部
隊
へ
の
帰
属
意
識
を
持
つ

こ
と
で
事
故
を
自
然
消
滅
さ

せ
る
こ
と
が
、
服
務
指
導
の

中
の
望
ま
し
い
一
つ
の
あ
り

方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 ７ 施 設 群

各部隊優秀隊員紹介

第２次師団訓練検閲

師団長褒賞

分隊長としての功績 偵察班長としての功績
運用訓練

陸曹としての功績

林 ３曹 坪松２曹 奥野１曹

第 ３ 施 設 大 隊

令
和
２
年
７
月
29
日

（
水
）
、
大
久
保
駐
屯

地
に
お
い
て
、
「
音
楽

隊
の
隊
員
個
々
の
演
奏

技
術
及
び
演
奏
に
お
け

る
転
地
訓
練
の
基
盤
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、

大
久
保
駐
屯
地
所
在
隊

員
の
士
気
高
揚
を
図
る

を
目
的
と
し
た
、
第
３

音
楽
隊
（
千
僧
駐
屯
地

に
よ
る
巡
回
演
奏
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
及
び

Ｊ‐

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
織
り
交

ぜ
た
選
曲
で
あ
り
、
そ

の
中
で
第
３
施
設
大
隊

所
属
の
女
性
隊
員
と
音

楽
隊
と
の
コ
ラ
ボ
が
実

現
し
、｢

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド｣

の
演
奏
に
合
わ
せ
て

歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、

自
衛
隊
の
音
楽
隊
ら
し

く
行
進
曲
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

第
３
音
楽
隊
の
演
奏

を
鑑
賞
し
た
隊
員
は
、

ひ
と
時
の
安
ら
ぎ
と
元

気
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

明
日
へ
の
活
力
と
な
り

ま
し
た
。

第３施設大隊所属の女性隊員と音楽隊とのコラボ魂のこもった音楽隊の演奏「一音入魂」

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
を
ご
愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
未
だ
収
束
し
な
い
中
、
大
久
保
駐
屯
地
に
お
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
万
全
に
し
つ
つ
、
練
成
訓
練
及
び
防
衛
警

備
任
務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。｢

や
ま
し
ろ
」
ご
愛
読
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
も
あ
り
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

私
個
人
と
し
て
は
、
令
和
２
年
10
月
17
日
（
土
）
に
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本

町
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
、
「
ア
ウ
ト
ド
ア
＆
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
唐
古

鍵
遺
跡
史
跡
公
園
」
に
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
に
人

前
で
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。

雨
の
降
る
中
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
楽
し
く

演
奏
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
演
奏
を
通
じ
て
、
大

久
保
駐
屯
地
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
大
久
保
駐
屯

地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
に
対
し
、
ご
支
援
・
ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
や
ま
し
ろ
担
当

丸
山
２
曹
）

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第１整備大隊施設整備隊

駐屯地吹奏楽部による演奏

第７施設群一般陸曹候補生課程
後期（施設）及び新隊員特技課程
後期（施設）ナンバー１戦士

・

第３施設大隊第１５期一般陸曹候
補生課程後期（施設）及び新隊員
特技課程後期（施設）
ナンバー１戦士

」）


